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うちゅうのいしき



Story
•はじめに、いしきがありました。

•それはことばにならない「もの」でした。



•いしきはおもいました。

•じぶんとはなんなのだろう？と。



•あるひ、いしきはじぶんをみる
ものと、みられるものにわけれ
ば、じぶんがなんなのかわかる
のではないかひらめきました。

•そのひ、うちゅうがうまれた、
さいしょのいちにちめになりま
した。



•うちゅうはわかれ、７つのうちゅうができました。

•それはいしきにとっての「からだ」でした。

•たんなる「もの」が「からだ」をえたのです。



•からだのなかには、たくさんのぞうき、さいぼう、げんし、そ
りゅうしがすみつきました。

•それは、うちゅうのなかではぎんがだん、ぎんが、こうせい、
ほしとよばれています。

•そして、ほしのうえに、せいぶつがたんじょうしました。



•せいぶつは、7つのうちゅうのどれでもない「ちゅうおう」と
よばれるうちゅうのはたらきにより、うまれました。

•「ちゅうおう」は、「それ」がじぶんをしるためにひつような、
ありとあらゆるかんきょうをつくりあげることにしゅうちゅう
しました。



•しゅうちゅうにより、たくさんのほしのうえに、たくさんのせ
いぶつがうまれました。

•それらはみな、いのちをもった、はじまりのいしきのかたわれ
です。



•さいしょのせいぶつは、じぶんが「それ」のかたわれであるこ
とをしっていました。

•しかし、たくさんのぎんが、ほし、せいぶつがふえるにつれ、
じょじょに、せいぶつたちは、じぶんが「それ」のかたわれで
あることをわすれていきました。



•わすれることで、じぶんがなんなのか、よりふかくたんきゅう
しようとけついしたのです。

•しかし、わすれることのへいがいもありました。



•あるせいぶつは、ほかのせいぶつをどれいかし、べつのせいぶ
つは、ほかのせいぶつをかんごくへとじこめることで、けっし
て、じぶんがはじまりのいしきであることを、おもいだせない
ようにしたのです。

•これにより、たくさんのくるしみ、かなしみ、いたみがうまれ
ました。



•たくさんのしゅぞくがおこり、せいちょうし、めつぼうして⾏
きました。からだのなかとおなじように。

•しかし、はじまりのいしきがきえたわけではありません。

•いしきは、どんどんこまかくなり、ぶんりしつづけ、もう、さ
いしょのかたちのおもかげがなくなっていきました。



•それでも、いしきであるせいぶつは、ほしのうえでかがやきま
した。

•いつかきっと、ひとつへもどれるひがくるとしんじて。

•ひとつへもどれるひ、そのひ、うちゅうはかんせいし、あらた
なみらいがはじまります。



•そのみらいは、あたらしいうちゅうかもしれません。

•もう、うちゅうではないのかもしれません。

•そのみらいは、せいめいあるすべてが、みなできめるのです。



•うちゅうはいしきのこうだいなじっけんじょうです。

•これまでに、なんかいもじっけんがおこなわれました。

•そしてつぎのじっけんは、わたしたち、いまのうちゅうをいき
るみんなできめるのです。

•そのとき、いしきは、そのけっていにふるえます。
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